
苅田町青少年育成町民会議だより

第 3回
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去
る

一
月
二
十
四
日
、
第
二
回

「
風
と

遊
ぼ
う
　
凧
揚
げ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
向
山

公
園
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
も
あ

い
に
く
風
が
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
友
だ
ち
同
志
、
親
子
づ

れ
な
ど
約
四
百
五
十
名
の
参
加
者
は
、
会

場
内
を
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
走
り
ま
わ
り
、

手
作
り
凧
や
市
販
の
凧
で
凧
揚
げ
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
の
横
で
は
、
か
ん
だ
レ
ク

リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
に
よ
り
、
ぜ
ん
ざ

い
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
皆
さ
ん
あ

つ
あ

つ
の
ぜ
ん
ざ

い
に
舌
鼓
を
打

っ
て
い

ま
し
た
。

一
方
、
会
場
内
で
は

「凧
の
病
院
」
が

開
設
さ
れ
、
凧
の
修
理
で
大
忙
し
で
し
た
。
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ァーマは

「子と親のねがうもの」

町
民
会
議
家
庭
部
会

（坂
本
和
己

部
会
長
）
で
は
、
昨
年

の
十

一
月
二
十

八
日
に
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、

「
子
と
親
の
願
う
も
の
」
を
テ
ー

マ

に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
し
た
。

今
、
子
ど
も
た
ち
や
親
が
家
庭

の

中
で
、
何
を
考
え
、
求
め
、
願

っ
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
何
を
す
べ
き
な

の
か
を
、
本
音
で
話
し
合
お
う
と
初

め
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
中
学
生
を
代
表

し
て
、
松
田
愛
子
さ
ん
（
苅
田
中
学
）

と
猪
本
聡
さ
ん
（新
津
中
学
）
、
父
親

代
表
の
山
下
秀
明
さ
ん

（苅
田
中
学

Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
母
親
代
表
の
石
田
正
枝
さ

ん
（新
津
中
学
Ｐ
Ｔ
Ａ
）。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ト
ダ
ー
の
河
角
英
雄
田
川
市
参
写
、

助
言
者
の
後
藤
正
男
町
社
会
教
育
指

導
員
を
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
体
験
に
基
づ
い
た
提
言
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
に
は
、
中
学
生
を
持
つ
親
や

町
民
会
議
の
会
員
ら
約
二
百
五
十
人

が
参
加
。
家
庭
の
中
で
の
親
子
の
ふ
　
′

れ
あ
い
や
か
か
わ
り
が
大
切
で
あ
る

こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

苅
田
町
よ
り
１９
名
が
入
賞
ノ

平

成

４

年

度

県

子

連

主

催

健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

健
全
育
成
部
会

（上
田
哲
也
部
会

長
）
で
は
今
年
も
福
岡
県
子
ど
も
会

連
合
会
主
催
に
よ
る
健
全
育
成
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
各
小
中
学
校
を

通
じ
て
募
集
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ

多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

県
の
選
考
の
結
果
、
入
賞
者
３０
名

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
苅

田
町
の
入
選
者
は
昨
年
の
１５
名
を
上

ま
わ
る
１９
名
の
入
選
を
み
ま
し
た
ｃ

入
選
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（敬
称
略
）

県
教
育
委
員
会
賞

司
城
　
祐
美
（与
原
小
四
年
）

金
賞
　
吉
川
　
亜
稀
（新
津
中
二
年
）

銀
賞
　
打
田
　
理
恵
（新
津
中
二
年
）

″
　

藤
岡
　
郁
江
（新
津
中
二
年
）

銅
賞
　
石
井
　
絵
美
（与
原
小
五
年
）

ク
　

大
田
　
千
春
（新
津
中
二
年
）

″
　

遠
田
　
文
美
（苅
田
中

一
年
）

佳
作
　
中
原
あ
や
か
（南
原
小
二
年
）

ク
　

中
園
　
　
綾
（片
島
小
二
年
）

佳
作
　
来
宝
　
丈
宜
（苅
田
小
二
年
）

ク
　

山
岡
　
由
奈
（南
原
小
三
年
）

″
　

前
田
　
亜
希
（南
原
小
四
年
）

ク
　

山
口
美
知
子
（片
島
小
六
年
）

佳
作
　
市
　
美
由
紀
（新
津
中
二
年
）

ク
　

前
田
　
雄

一
（新
津
中
二
年
）

´
　

三
井
裕
美
子
（新
津
中
二
年
）

ク
　

松
本
　
明
子
（新
津
中
二
年
）

″
　

内
田
　
日
和
（新
津
中
二
年
）

ク
　

駒
田
麻
里
子
（苅
田
中
三
年
）

以
上
の
方
々
は
二
月
二
十

一
日
に

福
岡
市
の
県
立
美
術
館
に
お
い
て
授

賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

苅
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

ゼ

ッ
ケ
ン
二
百
枚

の
寄
贈
が

一
月
二
十
日
、
苅
田
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

（尾
崎
美
夫
会
長
）
よ
り
、

町
民
会
議
ヘ
ゼ
ッ
ケ
ン
二
百
枚
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。

ゼ
ッ
ケ
ン
は
青
地
に
自
で
１
番
か

ら
２
０
０
番
ま
で
の
番
号
が
入
っ
て

い
る
も
の

（写
真
）
で
、
さ
っ
そ
く

一
月
二
十
四
日
の
凧
揚
げ
カ
ー
ニ
バ

ル
で
使
用
し
ま
し
た
。
今
後
も
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
な
ど
町
民
会
議
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
し
ま
す
。
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中
学
生
の
非
行
が
過
半
数
を
占
め
る

京
都

・
行
橋
地
区
の
青
少
年
非
行
概
況

こ
の
ほ
ど
、
行
橋
警
察
署
よ
り
平
成
四
年
の
青
少
年
の
非
行
に
関

す
る
概
況
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

少
年
非
行
は
前
年
に
比
べ
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
自
転
車
盗
、
オ

ー
ト
バ
イ
盗
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
の
非
行
が

全
体
の
過
半
数
を
占
め
、
年
齢
で
は
十
四
歳
が
ピ
ー
ク
で
す
。
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不良行為少年補導状況

初発型非行

小学生13人 (6.0%)

学職別非行概況 (合計216人 100%)

その他 3人(1.4%

※不良行為少年

犯罪少年、触法少年、 ぐ犯少年に該当 しない

が、飲酒、喫煙、家出、その他 自らまたは他人

を害する行為 をしている少年をいいます。

※初発型非行

動機が単純で、非行の手段 も比較的容易な万

引きや自転車 。オー トバイ盗および占有離脱物

横領 を総称 した非行 をいいます。そのまま放置

すると、常習化・集団化 しやす く、粗暴犯や薬

物乱用などの非行への入口にもなります。

年齢別非行概況

人数 t

ヽぼ

一
九
歳

一
八
歳

一
七
歳

一
六
歳

一
五
歳

一
四
歳

一
三
歳

一
二
歳

一
一
歳

一
〇
歳

九
歳

八
歳
以
下

年
度

喫

煙

飲

,酉

薬

物

舌し

用

暴

走

行

為

家

出

深

夜

徘

イ[]|

怠

学

不

健

全

性

そ

の

他

ノヽ
日

計

平 2 471 40 124 34 14 341 34 0 62 1120

平 3 822 28 185 45 2 325 53 0 63 1323

平 4 430 15 73 29 1 295 30 0 29 902

年 度

行 為

万引き

盗 車

自 転

バイ盗

オー ト 占 有
離脱物

横 領
合 計

平 2年 27 14 81 4 126

平 3年 38 26 89 11 164

平 4年 24 30 96 9 159

18人 (8.3%)
有職少年

無職少年

20人(9.3%)

高校生
49人 (22.7%)

中学生

113人 (52.3%)

′



ご
存
じ
で
す
か

家
庭
の
日

み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
を
見
て
く
だ
さ
い
。
ど

こ
の
家
庭
も
、
家
族
の
ど
な
た
も
、
そ
れ
ぞ
れ

忙
し

い
毎
日
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
た

め
、
油
断
を
す
る
と
、
家
庭
の
中
で
暖
か
い
結

び
付
き
が
薄
れ
て
き
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
月
に

一
日
で
も

い
い
か
ら
、
家
族

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、
語
ら
い

の
時
間
を
も

っ
た
ら

い
い
な
、
と

い
う
願

い
か

ら
、
毎
月
第
二
日
曜
日
を

「
家
庭
の
日
」
と
決

め
て
い
ま
す
ｃ

ご
存
じ
で
す
か

オ
ア
シ
ス
運
動

私
た
ち

の
社
会
生
活
に
と

っ
て
基
本
と
な
る

四

つ
の
あ

い
さ

つ

オ
“

ハ
ョ
ウ
ゴ
ザ
イ

マ
ス

７
′　
リ
ガ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ

マ
ス

ンヽ
　
ツ
レ
イ
シ

マ
シ
タ

ス

ミ

マ
セ
ン
デ
シ
タ

を
み
ん
な
で
進
ん
で
交
わ
し
合
う

こ
と
に
よ

っ

て
、
少
し
で
も
明
る

い
世

の
中

に
し
て

い
こ
う

と

い
う
運
動
で
す
。

イ

教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年

の
健
全
な
育

成
を
と

「青
少
年
教
育
相
談
室
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

勉
強
や
進
路
、
友
達
、
家
庭
や
親
子
関
係
、

子
ど
も
の
変
化
、
し

つ
け
な
ど
の
問
題
解
決

へ
の
手
助
け
の
た
め
に
、
ま
ず
は
、
気
軽
に

ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
。

電
話
相
談
　
毎
週
水

・
本
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

面
接
相
談
　
毎
月
第
２

・
第
４
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

三
原
文
化
会
館

※
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。

悩んでいないで

気軽にダイヤル
イ コ

容436-1152
青少年教育相談室

イ

青少年教育相談室に寄せられた相談ケースの中よりあげてみ

ました。

「登校刺激はしてはいけない」とよく専門家の方は述べられ

ていますが親としてどのように子どもに対応したら良いでしょ

うか。

登校拒否というのは、その子どもが現在おかれている「症状」

であり「現象」でありますから子 どもへの対応 を考えるとき、

その子 どものかかえる心の問題の内容の違いにより対応の方法

が根本的に異なることを知ってほしいと思います。

現在問題になっている登校拒否の子 どもの心の問題 を考える

とき、いろいろ診断名があるようですが、子 どもの問題 を理解

するとき大切なことは、心の問題で悩んでいるのがどの範疇 に

属するかということですが、ほとんどが広義の神経症群 (ノ イ

ローゼ群)に属する問題のようです。
したがって、「登校刺激」 を与えて良いか、悪いかを考えると

きに第 1の ポイントは心の問題の質を見分けることで、第 2の

ポイントは同 じ子どもでも時期により状態が変化することも知

らなければならないと思います。そういうことから親が子 ども

との対応 をするとき、子 どもの心理 (精神)状態が良いか悪い
かよく観察 して接触する必要があると思います。

本人の状態を的確 に判断をして、無理なときはさっと切 り上

げて方向転換 をする心構 えが必要で、 しつこくしないことです。

それと「登校刺激」 を与えるとき、学校 と親が一致 している

ことです。要は親子関係、援助する教師、不登校 (拒否)を続
ける子どもとの三者の人間関係がこじれると失敗 におわって長

期化 させることになると思います。

登校刺激は専門機関ではできにくいし、「学校ならでは」「親子

だから」できる援助方法だと思います。

ヽ
名

／
し
、

A
毎月第三日曜日は

[(11)|」

「啄l庭の

′ヽ

日」です。

―親と子の心がふれ合う

1日を過ごしましょう一

編
集

。
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